　　　＜私たちの暮らしと政治＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート①

　　○復習（政治のありかたを日本国憲法はどう定めていたか）

　　　　日本国憲法はその前文で、「そもそも国政は【①　　　】の厳粛な信託によるものであり、その権威は【①】に由来し、その権力は【①】の【②　　　　　】がこれを行使し、その福利は【①】が享受する」と定めた。これは、国の政治のあり方を最終的に決める権利である【③　　　】権を持つ【①】の幸せのために政治は行われ、政治を行う【④　　　　　】は【①】全体に奉仕するのであって、【⑤　　　】の利益を図ってはいけないということである。

　　○国の政治のしくみ（教科書ｐ94の「三権分立」の図を見なさい）

　　　①国の政治を行う三つの機関の仕事は？。

	国会の仕事は？

（　　　　　）
	

	内閣の仕事は？

（　　　　　）
	

	裁判所の仕事は？（　　　　）
	


· 問い：なぜ国の政治を1つの機関でやらずに、三つの機関に分けたのだろう？

	自分の考え：

	メモ：


　　　まとめ：国政は【①　　　】を持つ国民の幸せのために行うものであり、国政を行う【②　　　】の動きを監視することが大切である。このため【③　　】の働きを行う国会と、国会の決めた【④　　】に基づいた【⑤　　　】の働きを行う内閣、さらにはこれらが行う政治や人々の行いで権利が侵されていないかを判断する【⑥　　】の働きをする裁判所に、政治の仕組みは分けられた。

　　　＜私たちの暮らしと政治＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート②
　　○復習（国の政治のしくみ・三権分立）
　　　　国政は【①　　　】を持つ国民の幸せのために行うものであり、国政を行う【②　　　　　】の動きを監視することが大切である。このため【③　　　】の働きを行う国会と、国会の決めた【④　　　】に基づいた【⑤　　　】の働きを行う内閣、さらにはこれらが行う政治や人々の行いで権利が侵されていないかを判断する【⑥　　】の働きをする裁判所に、政治の仕組みを分け互いを監視させた。
　　○国の政治のしくみ
　　【１】国会の主な仕事（教科書ｐ86を見なさい）
	①法律の審議と制定・改廃←案を出せるのは【　　　　】と【　　　　】
②【　　　　】と【　　　　】の審議←案は内閣がつくる
③【　　　　　　　】の指名
④内閣が外国と結ぶ【　　　　】の承認
⑤【　　　　】の仕事を調査する⇒【　　　　　】を出し辞めさせる


【２】国会の運営のしくみ（教科書ｐ87を見なさい）
	①国会は【　　　　　】と【　　　　　】に分かれる。←【　　　】が選ぶ
②審議は、最初に専門ごとの【　　　　】で行なわれ、最後に【　　　　】で決定。
③審議の途中で専門家や国民の意見を聞く【　　　　】を開くこともある。
④二つの議会の決定が異なったときは、【　　　　　】の決定を優先。


　　【３】内閣の主な仕事（教科書ｐ91を見なさい）
	①【　　　　】を実行に移す。
②外国と【　　　　】を結ぶ。
③【　　　・　　　】案をつくり国会に提出する。
④【　　　　　　】を任命する。


　　【４】内閣のしくみ（教科書ｐ90を見なさい）
	①内閣総理大臣（首相）は【　　　　　】の中から【　　　】が指名。
　　　　※【　　　　　】で多数を占める政党の党首がなる
②内閣はその仕事の責任を【　　　　】に連帯して負う。
③首相は【　　　　　　】を選び、これは各省庁を監督する。


【５】裁判所の仕事（教科書ｐ95・98・99を見なさい）
	①警察が逮捕した被疑者を検察官が原告となって被疑者を起訴して行なう裁判を【　　　　　】裁判という。
②もめごとを起こした片方が相手を告訴して行なう裁判を【　　　】裁判という。
　　　　※行政機関が被告となる裁判：【　　　　】裁判
③裁判の中で法律が【　　　】に違反していないか判断できる：【　　　　】審査権。


　　【６】裁判所のしくみ（教科書ｐ94を見なさい）
	①裁判官は【　　　】が任命。
②裁判は慎重に行なうため３度まで行なえる。⇒【　　　　　】制
③裁判所には、最終決定をする【　　　】裁判所と、最初に審議をする【　　　】裁判所とがある。
④裁判官は、自ら辞めるか、犯罪を犯して【　　　】に弾劾されなければ辞めさせられない。


　　※下線を引いた太字の部分は、互いの監視のしくみ
　　　＜私たちの暮らしと政治＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート③
　　○復習（国の政治のしくみと三権分立）
　　　　国政は【①　　　】を持つ国民の幸せのために行うものであり、国政を行う【②　　　　　】の動きを監視することが大切である。このため政治の働きを分け互いを監視させた。国会は【③　　　】の働きを行い、政治の基本方針である【④　　　】をつくり、【⑤　　　　　】や条約の審議を通じて内閣の政治を調査し、政治がおかしいと判断した時には内閣【⑥　　　】を出して、やめさせることも出来る。また、罪を犯した裁判官に対しては【⑦　　　】裁判を行い、辞めさせることもできる。内閣は国会の決めた【④】に基づいて【⑧　　　】の働きを行い、【⑧】機関を監督する。また、内閣の長である【⑨　　　　　】は国会が指名し、内閣は国会に国政の責任を負うが、国会と意見が対立したときには、衆議院を【⑩　　　】し、選挙をやり直させることができる。裁判所は、これらの機関が行う政治や人々の行いで権利が侵されていないかを【④】に基づいて判断する【⑪　　　】の働きをするが、裁判を通じて、【⑦】が【④】に違反していないかや、【④】が【⑫　　　】に違反していないかを裁くこともできるが、裁判官の任命は【⑬　　　　】が行なうという形で監視されている。
· 国政と国民の関係（国民の権利は守られるのか？）
　○問い①：国政の機関で国民が選び辞めさせることができるのはなんだろう？
	自分の考え：

	メモ：


○問い②：国政の機関どうしは、本当に監視できるのか？
	自分の考えと理由：

	班の意見：
	メモ：


○まとめ：国政の機関で国民が選ぶことができるのは【①　　】だけであり、辞めさせることのできるのは【②　　　　　】だけである。また内閣と議会は【③　　　　】制をとるため、普通は一体であり、内閣に任命される【④　　　　】は内閣の行なう【⑤　　】を裁くことや【⑥　　　　　】権を使って国会が作った法律を裁くことは少ない。このため国民が公務員を監視するただ一つの場は【⑦　　　】である。
　　　＜私たちの暮らしと政治＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート④
　　○復習（国の政治のしくみと国民）
　　　　国政の機関で国民が選ぶことができるのは【①　　　】だけであり、辞めさせることのできるのは【②　　　　　】の裁判官だけで、国民の公務員選定罷免権は大きく制限されている。また内閣と議会は【③　　　　　】制をとるため、普通は一体であり、内閣に任命される【④　　　　】は、内閣の行なう【⑤　　　】を裁くことや【⑥　　　　　　　　】権を使って国会が作った法律を裁くことは少ない。このため国の政治においては、国民が公務員を監視するただ一つの場は【⑦　　　　】である。
· 地方自治のしくみ（教科書ｐ72・73を参照のこと）
【１】地方自治の機関の仕事としくみ
	議決
	①【　　　　】の選挙で選ばれる。
②【　　　　】を決め、【　　　　】を承認する。
③その地方だけに適用されるきまりである【　　　　】の制定・改廃を行う。
④【　　　　】の率や【　　　　】料金などを決める。

	執行
	①この機関の長は、【　　　　】の選挙で選ばれる。
②長は、【　　　・　　　　】案を作って議会に提案する。
③長は、地方公共団体で働く人々を【　　　】する。


【　【２】地方自治の機関の相互の関係
	①議会は予算や決算、条例案などの審議を通じて【　　　　　　】の仕事を調査できる。
　　　※⇒この方針や仕事に反対の時は【　　　　　】を出し辞めさせることができる。
②執行機関の長は、議会が予算や決算、条例案などを否決した時は、それを拒否し【　　　】を要求できる。
　　　※⇒これを議会が拒否した時や議会が不信任を出した時には【　　　　】させ選挙をやり直させることが出きる。


· 問い：地方自治のしくみは国の政治のしくみとどこが違うの　だろう？。
	自分の考え：

	班の考え：
	メモ：


　まとめ：地方自治のしくみでは、地方自治の方針を決める【①　　　】と、それを実行する【②　　　　】からなり、【①】と【②】の長はともに【③　　　】に選ばれた代表である。このため、【①】は【②】の仕事を調査し、【②】の長に【④　　　】を出すことができ、【②】の長は【①】に【④】を出されたり仕事を拒否された時は【⑤　　】を命じることが出き、御互いを【⑥　　　】できるようになっている。
　　　＜私たちの暮らしと政治＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑤
　　○復習（地方自治のしくみ）
　　　　地方自治のしくみは、地方自治の方針を決める【①　　　　　】と、それを実行する【②　　　　　】からなり、【①】と【②】の長（首長）はともに【③　　　】に選ばれた代表である。このため、【①】は【②】の仕事を調査し、【②】の長に【④　　　　　】を出すことができ、【②】の長は【①】に【④】を出されたり仕事を拒否された時は【⑤　　　　】を命じることが出き、御互いを【⑥　　　】できるようになっている。
· 地方自治における住民の権利（教科書ｐ74・75を参照のこと）
【１】直接請求権
	①
	解職請求権（リコール）
	【　　　】や【　　　　】の解職を請求する
	有権者の【　　　】の署名が必要
	【　　　　　　】を行い【　　　】が賛成すれば解職

	②
	解散請求権
	【　　　　】の解散を請求する
	有権者の【　　　】の署名が必要
	【　　　　　　】を行い【　　　】が賛成すれば解散

	③
	住民発議権（イニシアチブ）
	【　　　　】の制定や、改正・廃止を求める
	有権者の【　　　】の署名が必要
	【　　　】が議会に報告し過半数の賛成があれば成立

	④
	監査請求権
	【　　　　】の仕事などについて監査を求める
	有権者の【　　　】の署名が必要
	【　　　　】が監査を実施して報告


【　　【２】住民投票権
	①
	国会が特定の地域（地方公共団体）を対象とする【　　　　】をつくる場合
	その地域の住民の【　　　　】の同意を必要

	②
	地方公共団体が重要な問題を決定するとき条例で定める
例【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
	その地域の住民の【　　　　】の同意を必要


· 問い：地方自治で住民ができて、国政で国民ができないこととはなんだろう。
	自分の考え：

	メモ：


まとめ：地方自治では住民の権利は大きく、【①　　】や【②　　】の解職を求めたり、議会の【③　　】を求めることができる。また地方公共団体のきまりである【④　　】の制定や改廃も要求でき、さらに【①】の仕事などの【⑤　　】も要求できる。これらの権利を【⑥　　　　】権と呼ぶ。そして最近では、地方公共団体が重要な問題を決めるときには【⑦　　　　】を行い、住民の意見を直接聞いて決めるような傾向が強まっている。
　　　＜私たちの暮らしと政治＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑥
　　○復習（地方自治と住民の権利）
　　　　地方自治では住民の権利は大きく、【①　　　】や【②　　　】の解職を求めたり、議会の【③　　　】を求めることができる。また地方公共団体のきまりである【④　　　】の制定や改廃も要求でき、さらに【①】の仕事などの【⑤　　　】も要求できる。これらの権利を【⑥　　　　　　】権と呼ぶ。そして最近では、地方公共団体が重要な問題を決めるときには【⑦　　　　　】を行い、住民の意見を直接聞いて決めるような傾向が強まっている。
· 川崎市の大気汚染の現状（資料２を見なさい）
	メモ：


· 問い：自動車の排気ガスを減らしたりなくすにはどうしたらよいのか？。
	自分の考え：

	メモ：


· 問い：自動車の排気ガスを減らしたりなくすには、政治の諸機関に何をさせればよいか？。
	自分の考え：

	メモ：


　まとめ：川崎市の大気汚染の状態は今でも深刻である。【①　　　　】から排出されるガスに含まれる二酸化窒素の濃度は依然として高く、国の基準である１日平均0.04～0.06ppmすら上回っている日があり、川崎市の中間目標値である１日平均0.04ppmを上回る日が多い。対策としては国の【②　　　】を厳しくするとか【③　　　】エンジン車を禁止するとか、【④　　】自動車に変えるとかがあるが、どれを行うにも【⑤　　】の改正が必要である。
　　　＜私たちの暮らしと政治＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑦
　　○復習（大気汚染とその対策）
　　　　川崎市の大気汚染の状態は今でも深刻である。【①　　　　】から排出されるガスに含まれる二酸化窒素の濃度は依然として高く、国の基準である１日平均0.04～0.06ppmすら上回っている日があり、川崎市の中間目標値である１日平均0.04ppmを上回る日が多い。対策としては国の【②　　　】基準を厳しくするとか【③　　　　　】エンジン車を禁止するとか、【④　　　】自動車に変えるとかがあるが、どれを行うにも莫大な【⑤　　　】がかかるためになかなか実施されてこなかった。したがってこの対策を実施するには【⑥　　】の改正が必要であるとともに、国の【⑦　　　】が大切である。
○問い：自動車の排気ガスをなくす（減らす）には、政治の諸機関に何をさせたらよいのか？。
	どの政治の機関を動かすか
	

	この機関の仕事は何か？
	

	
	自分の考え
	メモ

	この機関に何をさせるか？
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	どのようにしてこの機関を動かすのか？
	
	


　　　＜私たちの暮らしと政治＞大気汚染レポート
　　　　　
　　　　　　組
○問い：自動車の排気ガスをなくす（減らす）には、政治の諸機関に何をさせたらよいのか？。
	どの政治の機関を動かすか
	

	この機関の仕事は何か？
	

	この機関に何をさせるか？
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	どのようにしてこの機関を動かすのか？
	


　　＜私たちの政治と暮らし＞　　　　　　　１組　　　　　　　　　　　　ノート⑧
　　問い：自動車の排気ガスをなくす（減らす）には、政治の諸機関に何をさせたらよいのか？
	機関
	チーム名
	この内容・動かし方で良いか？
	疑問や意見

	国会
	新井
	
	

	国会
	島崎
	
	

	国会
	亜矢
	
	

	国会
	三谷
	
	

	内閣
	岡本
	
	

	内閣
	坂本
	
	


	機関
	チーム名
	この内容・動かし方で良いか？
	疑問や意見

	裁判所
	浜崎
	
	

	裁判所
	駄竹
	
	

	市議会
	沢辺
	
	

	市議会
	保科
	
	

	市長
	高橋
	
	

	市長
	大塚
	
	


　＜私たちの暮らしと政治＞まとめレポート　　　　　　提出期限⇒　　　　　まで
【1】 国政の政治機関のそれぞれの仕事（役割）を説明し　　なさい。
	【国会】

	

	

	【内閣】

	

	

	【裁判所】

	

	


【2】 地方の政治と国の政治の違いを、国民（住民）の権利を中心に説明しなさい。
	

	

	

	

	

	

	


【3】 国の政治を三つの機関にわけ、互いを監視させるようにしてある理由を説明しなさい。
	

	

	

	

	

	


【４】日本の国政の仕組みは三権分立で各機関が互い
を監視しあうようになっているはずですが、うまく監視しあえません。三権分立がうまく動かない理由を説明し、今の国政のしくみをどう変えれば、三権分立がうまく動くか、自分の考えを述べなさい。
	【動かない理由】

	

	

	

	【どう変えるか・自分の考え】

	

	

	


【５】車の排気ガスによる大気汚染をなくすために、今政治家は何をすべきか。自分の考えを述べなさい。
	

	

	

	

	

	


○この単元の授業をやっての感想や、疑問を書いてください。
	

	

	



	関心意欲20
	知識理解15
	社会的思考15
	総合・５０

	
	
	
	


　　＜私たちの暮らしと政治＞まとめプリント　　　　　教科書を見てまとめよう！
　【地方自治を支えるためのしくみ】（教科書ｐ72・73を見なさい）
· 地方議会はどういう人で構成されるか？。
· 地方議会の仕事をあげなさい。
　　・その地方公共団体だけに適用されるきまりをなんというか？。
· 執行機関の長（首長）とはだれのことか？。
　　
· 首長はどのようにして選ばれるか？。
· 首長の仕事をあげなさい。
· 首長を助ける機関には何があるか？。
· 首長と地方議会の考えが違ったときは、お互いに何ができるか？。
· 地方財政とは何か？。
· 地方財政の収入の種類をあげなさい。
　【自らを治める住民のパワー】（教科書ｐ74・75を見なさい）
· 直接請求権にはどのようなものがあるか。説明しなさい。
· 住民投票とはもともと何について投票するものだったか？。
· 最近地方公共団体で住民投票が増えているが、どんな例について行なわれているか？。
· 地方議員の任期は何年か？。また地方議員になれる人は何歳以上か？。
· 首長の任期は何年か？。また首長になれる人は、それぞれ何歳以上か？。
· オンブズマンとはどういう制度か？（教科書ｐ76・77を見なさい）
　【代表者を通じて行動する】（教科書ｐ84・85を見なさい）
· 直接民主制とはどのようなものか？。
· 代議制とはどのようなものか？。
· 二院制とはどのようなものか？。
· 議会で物事を決めるときには、どんな方法で決めるか？。
　【国会は国権の最高機関だ】（教科書ｐ86・87を見なさい）
· 国会にしかできない仕事は何か？。
· 国会の主な仕事をあげなさい。
· 国会は内閣の仕事を監視するために何ができるか？。
· 国会が罪を犯した裁判官を裁くために設ける裁判所を何とよぶか？。
· 通常国会とはどのようなものか？。
· 臨時国会とはどのようなものか？。
· 特別国会とはどのようなものか？。
· 国会の審議のしかた
1 全員が参加する会議をなんと呼ぶか？。
2 議員が専門にわかれて構成する会議をなんと呼ぶか？。
3 審議の途中で専門家や関係者の意見を聞く会をなんというか？。
· 衆議院と参議院の議決が異なった時には、どうするのか？。
　【国会で選ばれる総理大臣】（教科書ｐ90・91を見なさい）
· 内閣の長を何とよぶか？。
· 国務大臣とは何をする人か？。
　　
· 議院内閣制とはどのようなものか？。
· 内閣が総辞職するのはどんなときか？。
· 内閣と国会の意見が違ったとき、内閣は何ができるか？。
· 内閣の主な仕事をあげなさい。
　【憲法の番人とよばれて】（教科書ｐ94・95を見なさい）
· 司法のはたらきとは何か？。
· 裁判所のそれぞれの仕事を説明しなさい。
1 最高裁判所
2 高等裁判所
3 地方裁判所
4 簡易裁判所
5 家庭裁判所
· 三審制とはどんなことか？。
· 三権分立とはどんなことか？。
· 裁判官がやめさせられるのはどんなときか？。
· 違憲立法審査権とは、どのようなことか？。
　【わたしたち人権を守るために】（教科書ｐ96・97を見なさい）
· 裁判所に訴えた人をなんと呼ぶか
· 裁判所の訴えられた人をなんと呼ぶか
· 検察官が原告となって、被告人に処罰を要求する裁判をなんというか？
· 争いの当事者の一方が原告となり他方を被告として訴え、補償を求める裁判をなんというか？。
· 行政機関を被告として補償を求める裁判をなんというか？。
· 被告人には、「自分に不利なことを話すことを強要されない」権利がある。この権利をなんと呼ぶか？
　【一票の重みと意味】（教科書ｐ102・103を見なさい）
· 選挙とはどんな意義をもっているのか？。
· 小選挙区制とはどんなことか？。
· 比例代表制とはどんなことか？。
· 衆議院議員選挙はどんなやりかたで行なっているか？。
· 参議院議員選挙はどんなやりかたで行なっているか？。
　【政党がめざすもの】（教科書ｐ104・105を見なさい）
· 政党とはどのような組織のことか？。
· 二党制とはどんな状態のことか？。
· 多党制とはどんな状態のことか？。
　【国民の声に耳をかたむける】（教科書ｐ106・107を見なさい）
· 世論とは何か？。
　　　　　制
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